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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 
 

  

名取市 閖上 

（2/4・5 の訪問場所） 

大熊町 

（2/6 の訪問場所） 

福島第一 

原子力発電所 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 
 

震災学習スタディツアー2025 行程  

 

大熊町立学び舎ゆめの森 

10:00～12:00 南郷市兵校長・園長から説明の後、大学生は南郷校長の案内で施設・授 

業見学、短大生は渡辺副園長の案内で認定こども園の子どもたちと交流。 

12:15～13:15 「おおくまーと」にて昼食休憩 

13:30～14:30 講話 新保隆志氏（大熊町副町長）、幾橋みね子氏（大熊町教育総務課長） 

15:00  出発、常磐富岡IC～友部SAを経て、千葉北ICまで南下。 

   バス車内では、恒例の感想大発表会を開催。
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「つなげる、つたえる、つづける」を、「つなげる、つたえる、つづける」 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

 

今回の企画実現にあたり、特に記して感謝申し上げます。 

 

◆長沼俊幸様 （閖上中央自治会 会長） 

◆丹野祐子様、渡邊成一様 （一般社団法人閖上の記憶） 

◆佐竹悦子様 （防災教育の市民団体「ゆりあげかもめ」 代表） 

◆佐藤幸弘様 （名取フードサービス） 

◆南郷市兵様、渡辺滝様 （大熊町立学び舎ゆめの森・大熊町立認定こども園学び舎ゆめの森） 

◆新保隆志様 （福島県大熊町副町長） 

◆幾橋みね子様 （福島県大熊町教育総務課長） 

◆名取市立閖上保育所 様 

◆学校法人わかば学園 閖上わかばこども園 様 

◆学校法人尚絅学院 尚絅学院大学 様 

  ◆株式会社ルートインジャパン 様 

  ◆ビィー・トランセホールディングス株式会社 様、 株式会社西岬観光 様 
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震災学習スタディツアーに参加して学んだこと 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

震災学習スタディツアーに参加して   

今回の震災学習スタディツアーでは、2011年3月11日に起きた東日本

大震災について学ぶことを目的に、宮城県を中心に訪れました。 

1日目は名取市閖上の様子を実際に見て回りましたが、街はとても平ら

で、最初は震災の被害をあまり感じませんでした。しかし、先生方のお話を聞

いて、この街が一度津波で流されてしまったことや大きな被害を受けたことを

知り、見えている景色と過去の出来事の重さとの差に驚きました。 

亡くなった子どもたちの名前が書かれた石碑に花を手向けました。石碑が

黒いのは太陽の光や手のぬくもりで温まってほしいという思いから、角が丸い

のは撫でやすいようにという思いからだと聞きました。その話を聞いて、亡くな

った子どもたちのことを今でも大切に想っている人たちの気持ちが伝わってきて、胸が熱くなりました。

実際にその場所に立ち、話を聞いたことで、震災は教科書の中の出来事ではなく、今も続いている出

来事なのだと強く感じました。将来保育者になる立場として、命の大切さや防災について子どもたち

に伝えていくことの重要性を改めて考える機会になりました。 

2日目に特に印象に残ったことは、震災が起きた当時の実

際の映像を見たことと、鳩風船にメッセージを書いたことです。

映像では、想像以上に大きな揺れや津波の様子、人々の混

乱が映し出されていて、震災の怖さを改めて実感しました。ニ

ュースで見るだけでは分からなかった現実が伝わってきまし

た。また、鳩風船にメッセージを書くことで、亡くなった方や被

災した方々への思いを自分なりに形にできた気がしました。 

将来保育者になる立場として、子どもたちに命の大切さや防災の重要性を分かりやすく伝えていく

ことが大切だと感じました。子どもが安心して避難できるよう日頃から防災訓練を行ったり、絵本や遊

びを通して災害について考える機会をつくったりする保育をしていきたいと思いました。 
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震災学習スタディツアーに参加して学んだこと 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

震災学習スタディツアーに参加して 

震災について様々な場所を訪ね、被災した方からお話を伺って、2つのこと

が特に印象に残りました。 

1つ目は、被災した方の思いです。1日目に閖上中学校慰霊碑を、2日目

に「閖上の記憶」を訪れました。慰霊碑は、たくさんの方に撫でてほしいとい

う遺族の方の思いから、丸みを帯びた形をしていると伺いました。実際に私も

慰霊碑に彫られた名前を撫で、遺族の方の我が子を思う温かさと、若くして

亡くなった方がいるという悲しさの両方を感じました。「閖上の記憶」で拝見

した動画では、遺族の方からお話があり、あの日のことをただ悲しい記憶とし

て留めてしまうのではなく、今後起こりうる災害のために、そしてあの日この町

に沢山の人が生きたことを忘れないために、慰霊碑が建立されたり、語り部活動が行われたりしてい

るということを知りました。このような思いがあるからこそ、私たちは今回のツアーで震災・防災につい

て学ぶことができているのだと感じ、その役割を人から人へ、今度は私たちが受け継いでいかなけれ

ばいけないと考えました。 

2つ目は防災意識の大切さです。2日目に佐竹悦子先生から、

保育所での震災当日の行動や避難訓練の動きについて伺いま

した。お話を伺う中で、“もしも”のことがあった時のために避難経

路・避難所を再確認し、そこが単に安全であるだけでなく、子ども

たちが少しでも安心して過ごすことができる場所なのかを考え直

したからこそ、54人の子どもの命を守ることができたのだと感じ

ました。また、佐竹先生お一人ではなく、園の保育者全員と協力し

て考え、実際に形にしていったことで、震災当日も焦らず避難をすることができ、それが保育者にとっ

ても子どもたちにとっても安心材料の一つになったのではないかと考えました。 

このようなお話がある一方で、長沼さんが能登半島地震のボランティアに行った際、東日本大震災

で学んだことが生かされていないと仰っていました。そのようなことを今後なくすためにも、経験を語り

継いでいくことが大切だと感じました。 
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震災学習スタディツアーに参加して 

私はこの3日間で、自然災害や地域復興など、普段自ら考える機会の少な

い事柄と向き合う貴重な経験をすることができました。私の住んでいる地域は

東日本大震災での被害が大きくなかったこともあり、震災前と環境はあまり

変わっていません。ですが、宮城や福島を走るバスの車窓から外の風景を見

ると、まだ震災当時のままの建物があったり、当時は建物があっただろうと思

われる跡地が多く見られたりしました。もちろん建て直して綺麗になっていた

家や建物、現在建設中の病院などもありました。そういった風景から、15年間

復興が続いている地域が今もあるということを知り、今の自分の生活が当た

り前ではないということを実感しました。 

震災当時、名取市閖上保育所の所長を務めていた佐竹さんの講話をお聞きしました。4月から保

育者になるため、もし自分が保育現場にいる時に震災が起きたらどうするのかを考えながら参加しま

した。震災が起きた際に適切な対応ができるのか不安もありましたが、震災が子どものトラウマにな

らないよう、子どもが不安にならないように対応することが保育者の役目なのだと学びになりました。

子どもが自分自身で命を守ることは難しいため、大人が事

前から震災を想定した避難訓練を行っておくことも大切だと

学ぶことができました。「園のマニュアルを読むこと」、まずは

ここを一人ひとりがしっかり行っておくことが大切だと思いま

した。｢ここは津波がこない｣、｢ここは安全だよ｣といった根拠

のない考えは捨て、「備える」ことがどれだけ大切なのかを、

実際に経験された方から直接お聞きすることができ、とても

学びになりました。 

大熊町立学び舎ゆめの森も、見学させていただくことができました。昨年、学校で南郷先生から講

話を受けており、学び舎ゆめの森に行ってみたいと思っていたため、嬉しかったです。施設に入った瞬

間から天井が高く、まるで図書館のように本が並んでいて、開放感のある空間に驚きました。千葉に

はない新しい環境を見ることができ、またひとつ自分の引き出しが増えました。 
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震災学習スタディツアーに参加して 

今回、東日本大震災の被災地である宮城県閖上と福島県大熊町を訪れ

ました。これまで震災についてはニュースや映像で見聞きしてきましたが、実

際にその場所に立ち、自分の目で町を見て話を聞くことで、初めて気づくこと

が多くありました。きれいに整備された街並みの中にも震災の記憶が残って

おり、時間が経っても震災は終わった出来事ではないと感じました。 

２日目に閖上の町で長沼さんのお話を聞いたことが特に印象に残っていま

す。実際の津波の高さを示す場所を目の前にしながら、「津波は来ないと思っ

ていた」という当時の認識を知り、大きな衝撃を受けました。自分も同じ状況

であればそう思っていたかもしれないと考えると、思い込みの怖さを強く感じ

ました。正しい知識を持ち、日頃から備えておくことの大切さを改めて学びました。 

また、閖上中学校の慰霊碑に触れたことも心に残っています。慰霊碑の形や色、向きには意味が

込められていると知り、多くの人の思いが今も大切にされていることを感じました。その場で出会った

子どもが震災について多くのことを知り、私たちに教えてくれたことにも驚きました。震災の記憶は大

人だけでなく、子どもたちにも受け継がれているのだと実感

しました。 

大熊町の「学び舎ゆめの森」を訪れたことも大きな学びと

なりました。0歳児から中学3年生までが同じ場所で学び合

い、活動内容が決まっていても自分の好きなペースや場所で

取り組める環境が整えられていました。その姿はとても新鮮

であり、今しかできない学びの形であると感じました。校舎そ

のものにわくわくする工夫があるだけでなく、子どもたちの成長にわくわくできる環境であることがと

ても印象的でした。 

震災は過去の出来事ではなく、これからも伝えていくべきものです。自分もいつ災害にあうか分か

りません。今回見て、聞いて、感じたことを忘れず、今後の保育に活かしていきたいです。命を守ること

の大切さや、人と人とのつながりの大切さを、子どもたちに伝えられる保育者になりたいです。 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

震災学習スタディツアーに参加して 

 

今回の震災スタディツアーに参加し、私は多くの学びと気づきを得ること

ができました。私は震災当時、福島県いわき市に住んでおり、震災は決して

遠い出来事ではなく、身近なものとして記憶に残っています。しかし今回、実

際に被災された方々のお話を直接聞き、これまで自分は震災を「知っている

つもり」でいただけだったのだと実感しました。自分の記憶だけでは分からな

かった当時の状況や人々の思いに触れ、震災の重みを改めて考えるきっかけ

となりました。 

現地では、閖上の街について学び、当時保育所の所長であった方や、実

際に被害に遭われた方のお話を聞く機会がありました。言葉の一つひとつか

ら当時の状況や思いが伝わり、胸が締め付けられるような思いになりました。また、震災によって当た

り前の日常が突然失われてしまう現実や、その中で懸命に生きてきた人々の姿に触れ、日常の尊さや

人の強さについて深く考えさせられました。同時に、その経験を今も語り続けてくださることの意味や

大切さも強く感じました。 

また、保育所や学びの場でパネルシアターや手遊びの発表を

行ったことで、子どもに伝えることの難しさと大切さを実感しまし

た。どのようにすれば子どもが興味を持ち、楽しめるのかを考え

る中で、伝え方を工夫することの重要性を学びました。 

さらに、このツアーを通して、仲間と同じ場所で同じ話を聞き、

感じたことを共有できたことは、私にとって大きな意味を持つ時

間でした。楽しいだけでなく、苦しい感情もありましたが、それを

分かち合えたことで、一人では得られない深い学びにつながったと感じています。 

この三日間を共に過ごせたこと自体が、かけがえのない経験となりました。この経験を忘れず、これ

からは保育者として、子ども一人ひとりの気持ちに寄り添いながら、命の大切さや人を思いやる心、そ

して震災の記憶を伝えていける存在でありたいと考えています。 
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震災学習スタディツアーに参加して 

私は今回、初めて震災学習スタディツアーに参加しました。これまで東日本

大震災については、発生日時などの断片的な知識しかありませんでしたが、

実際に被災地を歩き、当時を知る方々の切実な声を聴いたことで、深い学び

を得ることができました。 

特に印象に残ったのは、名取市閖上の元保育所長・佐竹さんのお話です。

極限の状況下で、子どもたちを不安にさせないよう絵本や手遊びを取り入

れ、「平常保育」を貫いたというエピソードに感銘を受けました。非常時であっ

ても子どもたちが落ち着いて過ごせたのは、日頃から保育者との間に確固た

る信頼関係が築かれていたからこそだと感じました。このお話から、日々の丁

寧な関わりの積み重ねが、有事の際に子どもたちの心を守る礎になるのだと学びました。 

また、避難生活における「恐怖は人の判断力を奪う」という言葉も心に深く残っています。支援を待

つだけでなく、「自分の命は自分で守り抜く」という自律した意識を持つこと。そのために、災害マニュ

アルの確認や家庭での備え、日々の整理整頓といった「日常の中の防災」を徹底する重要性を再認

識しました。 

さらに長沼さんからは、「今まで津波が来なかったからこ

こは大丈夫」という根拠のない言い伝えが、被害を拡大させ

たのだと伺いました。震災の記憶が薄れている人や、震災後

に生まれた世代が増えていく中で、経験から得た教訓を「言

葉」にして正しく伝え続けることは、今を生きる私たちの責務

だと思います。 

今回のツアーで受け取ったバトンを胸に、今後保育者として、子どもたちや周囲の人たちに、今回

学んだことを伝え続け、一人でも多くの命を守る手助けをしていきたいと強く決意しています。 
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震災の記憶と保育の学びをつなぐ3日間 

1日目は、閖上地区を歩きながら、慰霊碑や「ちびっ子丸」を見て回ったこと

が印象に残りました。閖上地区は津波により一度更地になっているため、綺麗

すぎて違和感を覚えるほどでした。今まであったものが一瞬にして消えてしまう

怖さや重さを感じました。閖上プラザに設置された慰霊碑には亡くなった中学

生の名前が刻まれており、慰霊碑を撫でながら、こんなにも尊く若い命が奪わ

れてしまったのかという想いを抱きました。同時に人の手や太陽の温もりを感

じ、天国ではそれぞれ幸せであってほしいと願いました。 

2日目は、長沼さんのお話が印象的でした。私はこれまでテレビでしか津波

の様子を見たことがなく、どこか他人事のように捉えていた部分もあったと気づきました。それは同時

に、震災の恐ろしさから目を背けたい気持ちの表れでもあったのだと思います。写真を見たり当時の

様子を伺ったりする中で、怖さを感じるとともに「ここには来ないだろう」と根拠なく安心してしまう危

険性を学びました。自分が直接体験していないことも、地域で協力し、正しい情報を引き継いでいくこ

との大切さを学びました。 

3日目は、「学び舎ゆめの森」での研修が印象に残りまし

た。私は保育を2年間学んできましたが、まだ固定観念が捨

てきれていない部分があると感じました。子ども主体の保育

の大切さは理解していても、実践する難しさを感じていたか

らです。「ゆめの森」では、子どもが意欲的になれる環境づく

りが大切にされており、最初から答えを示すのではなく、子ど

もが疑問を持てる環境を整えることが重視されていました。環境の持つ力の大きさを感じました。 

今回の学びを通して、震災の記憶をこれからも伝え続け、忘れないようにしていきたいと思いました。

自分や周囲の大切な命を守るためにも、震災時にどう行動するかを常に考え、日々の備えを大切にし

ていきたいです。また、この学びを自分のものにし、子どもたちがより良い環境で幸せに育っていける

場をつくれる保育者になりたいです。 
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震災学習スタディツアーに参加して 
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あたりまえは、あたりまえじゃない  
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震災学習スタディツアーに参加して 

私は2月4日から6日までの二泊三日で、宮城県名取市閖上地区と福島

県大熊町を訪れました。両地域は15年前の3月11日に発生した東日本大

震災により、津波や原発事故の甚大な被害を受けた場所です。当時5歳だっ

た私は保育園におり、昼食の時間だったことを覚えています。しかし、地震の

揺れの大きさや恐怖の実感はなく、机の下に隠れた光景が断片的に残って

いるに過ぎません。震災を十分に理解していない世代の一人として、自らの

足で現地に立ち、その真実を学びたいと考え、本ツアーに参加しました。 

現地で強く感じたことは二つあります。 

一つ目は、震災は決して過去の出来事ではなく、今なお続いているという

現実です。今もなお帰還困難区域が残り、故郷に戻れない方々がいること、そして家族を亡くされた

遺族の深い悲しみに触れ、震災の影響は現在進行形なのだと痛感しました。行方不明の方がいらっ

しゃるという事実に胸を締めつけられる思いがすると同時に、震災を風化させず、犠牲になられた方々

への追悼の念を持ち続けることの重みを再認識しました。 

二つ目は、自然災害への備えを常に見直し続ける重要性です。

閖上保育所の元所長・佐竹さんのお話から、単に避難訓練やマ

ニュアルをなぞるのではなく、状況に応じて柔軟に判断する力が

必要だと学びました。想定が必ずしも現実と一致するとは限らな

いからこそ、日頃から防災を自分事として考え続ける姿勢が、最

終的に命を左右するのだと感じました。 

今回の学びを一過性の体験で終わらせるのではなく、将来教

員となった際には、自分の言葉で子どもたちに震災の現実と命の尊さ、そして防災の重要性を伝えて

いきたいと強く決意しています。 
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記憶の種を、明日の花へ 

「ゆりあげかもめ」の佐竹悦子さんの講話を拝聴し、非常時における「判

断の重要性」を改めて再認識しました。 

震災当時、閖上保育所の所長を務められていた佐竹先生は、極限の状態

での決断を強いられました。地震発生時、出先にいらっしゃった佐竹先生は、

すぐさま保育所に引き返されました。そして余震が続く中、職員の方々に「逃

げます」「車を持ってきてください」「小学校で会いましょう」と的確な指示を

出し、園児を避難させたのです。しかし、避難に際して職員の自家用車を使

用したことに対し、後日、一部から批判が寄せられたといいます。 

命からがら小学校に到着したものの、気温は急激に下がり、園児たちは凍

死の危険にさらされていました。佐竹先生はそこで、「建物ごと津波に飲まれるリスク」と「寒さで命を

落とすリスク」を天秤にかける、あまりにも重い決断を下さなければなりませんでした。最終的に、園児

54名の命に責任を持つと決心し、建物の3階へ移動されました。避難先という非日常の中でも、園児

に恐怖心を抱かせないよう歌や手遊びを取り入れ、努めて「日常の保育」を維持しようとした保育士

さんたちの姿に、私は深く心を打たれました。 

私は、あの日下された判断は非常に適切であったと確信

しています。だからこそ、当時の緊迫した状況を顧みない批

判の声に対し、疑問を抱かずにはいられません。 

地震の混乱の中で保育所へ引き返したのは、園児や職員の

命、そして組織を預かる立場としての強い責任感があったか

らこそでしょう。また、送迎バスがない環境で、54名もの園児

を迅速に避難させるには、車以外の手段があったのでしょうか。2キロ先の小学校まで、余震や火災、

建物の倒壊といった二次災害のリスクがある中、幼い子どもたちを歩かせるのはあまりに困難です。

あの日の勇気ある行動があったからこそ、園児と職員全員の命が守られたのだと強く感じます。 
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支縁 ～ つなげる、つたえる、つづける 

今回で2回目の参加となった震災学習スタディツアーを通して、改めて「大切

な命を守るために何が必要か」を考え抜く重要性に気づかされました。震災当

時、地震だけでなく津波によって住宅街や公共施設が流され、住民の方々は想

像を絶する不自由な生活を強いられたはずです。 

2日目にお話を伺った佐竹悦子さんの講話から学んだのは、「自分の命は自

分で守る」という原則の重みです。これは、万が一の大地震や津波、土砂災害な

どの際に、まずは自らの安全確保を最優先に考えるべきであるという教訓です。

自分自身の安全に確信が持てて初めて、他者への助けや安全な場所への誘導

といった行動が可能になると考えられます。 

また、日頃から学校や地域の避難訓練に真剣に参加することも欠かせません。これらは命に直結する活

動であり、震災や防災に関する講演などに積極的に足を運び、知識を蓄えておくことに決して無駄はあり

ません。震災はいつ何が起きてもおかしくないからこそ、現在の状況を過信せず、最悪の事態を乗り越える

ための「事前の準備」が必要不可欠であると痛感しました。 

現在住んでいる地域においても、避難場所の再確認や、周囲に

危険な箇所がないかを改めて点検することが重要です。今の私たち

が地域で取り組むべきことは、この「命を守る」という意識を周囲に

伝えていくことではないでしょうか。佐竹さんのお話からは、大切な

命を守り抜き、犠牲者を出さないためには、一人ひとりが当事者とし

ての強い責任感を持つことが重要であると学びました。 

災害を他人事と捉えず、自ら街の実地調査を行うなど、具体的な

行動に移すことが必要です。災害はいつ、どこで、何時に起きるか予測できません。突然やってくる危機に

対し、「自分に何ができるのか」を問い続け、避難場所の確保や備えを怠らない姿勢を、これからも大切に

していきたいと思います。 
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震災学習スタディツアーで学んだこと   

 

災害は身近なものだと思っていても、実際に被害に遭わなければ、その過

酷さを真に想像することは難しいものです。どれほど想像を巡らせても、どこ

かで「他人事」として捉えてしまう部分があるのではないか。今回の震災学

習スタディツアーに参加する前の私は、正直に申し上げればそのように感じ

ていました。東日本大震災当時、私は自宅で大きな揺れを感じましたが、母

がそばにいてくれたこともあり、揺れが収まった後は普段通りに過ごせていま

した。そのため、どこで何が起きていたのか、その実態を詳しくは知らずにい

たのです。 

今回のツアーの中で、私が最も衝撃を受けたのは、元閖上保育所所長の

佐竹さんのお話でした。佐竹さんはかつて閖上保育所の職員としてキャリアをスタートさせ、市内の他

の保育所を経て、最後に所長として再び閖上へ戻ってこられました。当時の避難マニュアルは、共通

のフォーマットに従って作られたものであり、それに則って避難訓練も行われていました。 

しかし佐竹さんは、高台にある「ゆりが丘保育所」と、海に近い「閖上保育所」で、全く同じ内容の

訓練が行われていることに違和感を抱かれました。改めて

地域の災害リスクを調べたところ、閖上には津波や竜巻の

危険があることを再認識されたそうです。そこで佐竹さんは

既存のマニュアルを疑い、職員一人ひとりに問いかけながら、

実際に避難経路を歩いて危険箇所をチェックし、内容を抜

本的に見直されました。 

特に、マニュアルでは原則禁止とされていた「自家用車で

の避難」について、2キロメートルもの道のりを幼い子どもたちが歩くのは不可能だと判断し、車での

避難を決断されていたことに驚きました。私はこれまで、マニュアルとは「その通りに従うべきもの」だ

と考えており、見直すという発想自体がありませんでした。閖上保育所で犠牲者が出なかったのは、

マニュアルを疑い、現場に即した形に作り直した佐竹さんと、共に検証を重ねた職員の方々の主体的

な行動があったからこそだと強く実感しました。 
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震災学習スタディツアーに参加して 

東日本大震災から15年が経過した被災地は、一体どのようになっている

のか。現地を訪れてすぐに、私は自分の考えがいかに浅く、狭いものであった

かを痛感しました。私は、15年も経てば新しい建物が並び、震災前とほとん

ど変わらない光景が戻っているものだと思い込んでいたのです。しかし実際

には、何十年、何百年とかけて形作られてきた街は、たった15年では元通り

にはならないという厳しい現実を目の当たりにしました。形ある建造物でさえ

そうなのですから、そこで日常生活を送っていた人々の心の再生や生活の立

て直しはより深刻であり、15年という時間は、平穏を取り戻すにはあまりに短

いものだったのではないでしょうか。 

津波の被害を受けた宮城県名取市閖上には、新たな小中学校が建設されていました。その校舎は、

公立の学校とは思えないほど美しくデザイン性が高いだけでなく、何より地震や津波への対策が徹

底されていました。学校が災害時の避難所としての使命を背負っていることがよく理解でき、再びこの

土地で暮らす人々の安心のために心血を注いで造られたものだと分かりました。また、特に衝撃を受

けたのは、現在は遊具が充実した広い公園になっている場所が、

震災前は家や店がぎっしりと立ち並ぶ賑やかな街だったと知った

ときです。説明を受けなければ、そこにかつての営みがあったこと

すら想像できないほど、景色は一変していました。 

さらに今回のツアーでは、実際の津波の高さや当時の避難所

の過酷さ、プライバシーのない生活の苦しみ、そして人間が極限

まで追い込まれた時の心理など、これまで全く知らなかった多く

の真実を学ぶことができました。これらの教訓は、決して過去の出来事として風化させてはならないも

のです。今回の震災学習スタディツアーに参加し、現地の方々の生の声に触れ、未来へ繋ぐべき大切

な視点を得られたことは、私にとって何物にも代えがたい経験となりました。 
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東日本大震災が発生した 2011 年 3 月 11 日、私は幼稚園の年長組でした。

当時の記憶は断片的なものしかありません。しかし、だからこそ「現地に足を運

び、自らの目で震災について学びたい」と強く思い、友人たちとともにこのスタデ

ィツアーへの参加を申し込みました。 

初めてこのツアーに参加し、佐竹悦子さんや長沼俊幸さんなど、実際に震災を

経験された方々のお話を直接伺うことで、「災害は決して他人事ではなく、いつ自

分の身に起きてもおかしくない現実なのだ」ということを肌で実感しました。 

特に心に深く刻まれたのは、佐竹悦子さんがおっしゃっていた「災害は一つで

はない」「自分の家は大丈夫だと思い込まないこと」という言葉です。震災とは単

なる津波の被害だけを指すのではなく、激しい揺れや厳しい寒さ、火災といった、あらゆる危険が連鎖的に

襲いかかってくる多重災害なのだということを学ばせていただきました。 

また、災害は人々の生活だけでなく、心までも翻弄し、余裕を奪い去ってしまうという過酷な側面も知りま

した。周囲への気遣いができなくなるほどの極限状態が生まれるからこそ、「誰かに助けてもらうこと」を前

提にするのではなく、「まずは自分の身を自分で守り抜く」という

自立した意識が不可欠だと強く感じました。そのためには、日頃

から防災を自分事として考え、即座に行動できる準備を整えて

おくこと、そして「判断を下す一秒」の重みを決して忘れないこと

の大切さを学びました。 

それだけではなく、震災について学んだことや感じたことを、

私たち若い世代が周囲の人々へ語り継いでいくことの重要性も

痛感しています。今回のスタディツアーを通じて、体験された方々の切実な思いを受け取った私たちが、高

い防災意識を持ち続けること。それこそが、これから起きるかもしれない災害の被害を最小限に抑えること

に繋がるのだと確信しています。 

< 25 >



敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

震災学習スタディツアーに参加して 

< 26 >



敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

震災学習スタディツアーで学んだこと   

人生で2度目となる震災学習スタディツアーに参加しました。昨年の参加時は

お話を伺うだけで精一杯でしたが、今年は一つひとつのプログラムに、より主体

的に向き合うことができたと感じています。また、前回は一人の友人と共に参加し

ましたが、今回はさらに二人が加わり、気心の知れた4人組での参加となったこと

も心強かったです。 

今回のツアーの中で、特に心に刻まれたことが2つあります。 

1つ目は、現地の方々による講話です。佐竹さんや長沼さんの生の声を聴くこ

とで、当時の凄まじい現場の様子や、その後の懸命な活動について深く知ること

ができました。佐竹さんのお話では、保育現場での緊迫した対応や、預かってい

る子どもたちへの接し方を伺い、状況に応じて下された柔軟な判断に深い感銘を受けました。もし私がそ

の場にいたら、動揺して適切な指示を出せなかったかもしれません。有事の際、佐竹さんのように冷静か

つ柔軟に動ける人間になりたいと強く感じました。 

長沼さんの講話は2回目でしたが、今回も深く心に響く内容でした。特に、「自分には関係ない、自分の

住んでいる場所には災害は来ないと思っていた」という言葉が

印象に残っています。この言葉を自分自身の戒めとし、災害を

他人事ではなく、常に「自分自身の問題」として捉えることの重

要性を再認識しました。 

2つ目は、保育所での活動です。普段は小学生と接する機会

が多いため、3歳児との関わりには当初、緊張もありました。しか

し、短大生のみなさんや友人たちの助けもあり、楽しく活動する

ことができました。特に、状況に応じてしなやかに対応している短大生の姿を間近で見て、その専門性の高

さを改めて実感しました。 

今回のスタディツアーを通して、多くの貴重な学びを得ることができました。これからも震災についての

理解を深め続け、ここで学んだ教訓を周囲のさまざまな人たちへ伝えていきたいと考えています。 
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私は今回のスタディツアーに、当初は東北の美味しいものを食べたり、思

い出を作ったりできたらよいと思っていました。出発前は「昨年からどのよう

な変化があるのか」「短大生の皆さんと打ち解けられるだろうか」といった不

安ばかりが頭を占めていたのが正直なところです。しかし、日程を重ね、短大

生や被災された方々と接するうちに、そうした個人的な不安は薄れていき、真

摯に「災害」というものに向き合い、考えることができました。 

閖上わかばこども園を訪問した際は、元気いっぱいな子どもたちと触れ合

うことができました。子どもたちと関わる中で、被災した場所がこれほどまで

に復興を遂げるために、どれほどの努力が積み重ねられてきたのかに思いを

馳せました。また、この活動が短大生の皆さんと仲を深める大きなきっかけにもなりました。 

佐竹悦子さんや長沼俊幸さんからは、震災当時にご自身が経験された出来事や、先人の教訓が

刻まれた石碑のお話など、非常に貴重な講話を伺いました。その中でも一番印象に残っているのは、

「自分が住んでいる町を危険だと思って暮らしている人はい

ない」という言葉です。確かに、東日本大震災や能登半島で

の災害など、国内で起きている大災害であるにもかかわらず、

どこか他人事のように捉えていた自分がいたことに気づかさ

れました。今回お話を伺ったことで、災害を自分自身の問題

として真剣に考えようと思えるようになりました。 

「学び舎ゆめの森」の南郷市兵校長・園長からは、地域住

民との関わり方や「育てる」という教育の根本について学ぶことができました。また、新たな教育の可

能性や施設の運用方法など、現在の一般的な教育現場ではまだ十分に活用されていない先進的な

教育技術を見学できたことも大きな収穫です。南郷先生の「私たちが取り組んでいる教育プログラム

は、この場所だからできるというわけではない」という言葉には、教育に携わる者として非常に共感し

ました。 
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震災学習スタディツアーに参加して 

 

今回の震災学習スタディツアーで、私は「視野を広く持つこと」の大切さを実

感しました。特に以下の二つの経験が、私の考えを大きく深めてくれました。 

一つ目は、子どもたちとの関わりです。「閖上わかばこども園」や「学び舎ゆ

めの森」で、パネルシアターや遊び、会話を通して子どもたちと触れ合い、彼らが

のびのびと過ごしている姿が強く印象に残りました。子どもたちが暮らす地域や

周囲の大人たちは、それぞれ震災の過酷な体験を抱えています。中には、子ども

自身が辛い背景を持って今を過ごしている場合もあるでしょう。出会うすべての

人、すべての地域に、それぞれの背景や想いがあります。短時間の交流だけでは

見えないことも多いからこそ、一人ひとりに真摯に向き合い、その子に合った指

導や必要な補助を行うための「広い視野」を持つ重要性を改めて感じました。 

二つ目は、閖上で震災を体験された方々からのお話です。佐竹悦子さんからは多くのお話を伺いました

が、「自分には本当に行動できるのか」、「教育者としてできる最善はなにか」と考えさせられました。その

後、昼食をとった「かわまちてらす閖上」の寿司店の大将から、当時お子さんを閖上保育所に預けていたと

いうお話を伺いました。大将は、「保育所が張り紙をしてすぐに

避難させてくれたから、子どもも自分も今生きているんだ」と感

謝を込めて語ってくださいました。 

災害時、保護者は子どもを迎えに行くために、あるいは「学校

なら、幼稚園や保育所なら安全だろう」という信頼のもとに教育

現場へ集まります。その際、教育現場が迅速かつ適切な対応を

とることで救える命があるということを、改めて実感しました。 

今回のツアーに参加し、震災の悲惨さや残酷さを改めて感じ、備えの重要性を実感するだけでなく、子

どもたちがのびのびと楽しそうに過ごす姿を間近で見て、「子供達を守るために必要な備え」について深く

考えるきっかけを得られました。単に「命を守る」という結果だけでなく、学校内で子どもや地域の人々の

安心感に繋がる備えを考え抜くことが、教育者としての使命なのだと感じています。 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

震災学習スタディツアーに参加して 

 

今回の震災学習スタディツアーでは、昨年とはまた異なる視点から多くの

学びを得ることができました。今年は短大生の皆さんも加わり、これまでにな

い貴重な経験を積むことができましたので、その内容を報告します。 

1つ目の経験は、閖上保育所での活動です。これまで小学生と触れ合う機

会はありましたが、未就学児と関わる経験は少なかったため、私にとって非常

に新鮮な時間となりました。私は「幸せなら手をたたこう」の手遊びの実演を

担当しましたが、子どもたちと一緒に歌うのはとても楽しく、その可愛らしさに

心が温まりました。急遽、一緒に前に出てくれた後輩たちには心から感謝して

います。短大の先生方に「まずは自分が一緒に楽しむことが大事」と教えて

いただいたおかげで、緊張せずに子どもたちと心を通わせることができました。これから未就学児と

関わる際には、まず自分が楽しみ、その楽しさが子どもたちに自然と伝わるような関わり方を大切にし

ていこうと思います。 

2つ目の学びは、「ゆりあげかもめ」代表の佐竹悦子さんのお話です。震災当日、保育現場でどの

ような出来事があったのか、生の声を聞くことができました。

特にお話の中で心に残ったのは、「マニュアルは必要だが、あ

っても常に疑いを持つべきである」という言葉です。マニュア

ルがあると人は安心して頼り切ってしまいますが、そこに疑問

を持ち、更新し続けることで、いざという時に迷わず行動でき

るのだと強く感じました。 

また、最も感銘を受けたのは、被災後の避難所という過酷

な状況下でも、子どもたちが一人も泣かずに過ごせたというお話です。これは、佐竹さんの「平常保

育です」という言葉に応え、子どもたちを不安にさせまいと、安心できる環境を作り続けた先生方の対

応の素晴らしさによるものだと思います。日常と変わらない雰囲気を作り出すことで、子どもたちの心

を守り抜いたその姿勢に圧倒されました。私も将来、子どもたちを守る立場として、どんな時でも子ど

もに安心感を与えられるよう努力し、常に「いつも通り」を維持できる強さを身につけたいと考えてい

ます。 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

【引率者から】 震災の記憶と現在の生活につながる「希望」 

 

今回の学習ツアーでは、「出会い」と「つながり」という学びの本質を改め

て実感しました。こども園・保育所での子どもとの出会い、そして「ゆりあげか

もめ」代表の佐竹氏と「閖上の記憶」の長沼氏の語りを通して、震災当時の

現地の経験と思いに触れることができました。 

地震と津波という極限状況における人の行動は力強さをもつ一方、自己

防衛が周囲との断絶を生む側面もあることを学びました。その中で子どもに

寄り添い安心の場を築いてこられた佐竹氏の使命感には深く心を打たれま

した。また、語られる子どもの姿には「希望」という力がありました。車内や避

難所で保育者に身を委ね静かに過ごす姿は、大人の養護行為を支え、生活

を安定へ導く協調的な力として捉えることができます。さらに、避難所での卒園式も、子どもの成長を

集団内で祝福し、共有するという意味をもちます。子どもの成長（存在）が、避難所生活をおくった

方々にも「希望」として共有されたのではないでしょうか。 

佐竹氏の講話の後に訪れた日和山から閖上の風景を眺めながら、希望の重みを感じました。福島

県双葉郡では、立ち入り規制区域と新たなまちづくりの対比

から、原発事故の影響がいまなお続く現実を実感しました。

制限のある環境の中で、大熊町に縁のある方と移住者が新

たな生活を築いています。学び舎ゆめの森では、子どもの自

由さや創造性を尊重する学校の枠を超えた学びが実践され、

ここでも子どもの成長が「希望」として共有されていました。 

このような災害という困難を契機に、まちづくりや新しい生

活を築いておられる方々との「出会い」は、私にとってのみならず、参加した学生にとっても大きな学び

となっていると感じます。これらの学びの経験を、保育・教育の領域にとどめることなく、さまざまな日

常の生活とつなげ、子どものもつ力（希望）を生かすことのできる社会（こどもまんなか社会）へと近

づいていくことを願っています。 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

【引率者から】 伝えることの難しさ 

 

保育所の保育の基本方針を定めた保育所保育指針には、次の一節が記

されています。「子どもの主体的な活動を促すためには（中略）豊かな体験

が得られるよう援助すること」。発達段階にある子どもたちにとって体験は、自

ら考え、選択し、行動する力を育む大切な機会となります。つまり、どんなこと

も体験から学んでいくのですが、戦争と災害だけは、そうであってはなりませ

ん。体験してからでは遅く、だからこそ、体験していなくても得られるものが必

要であり、それが「伝える」という今回の活動そのものだと言えるのではない

でしょうか。 

２日目にお話を伺った、元名取市閖上保育所所長の佐竹悦子先生の語り

は、東日本大震災当時、現役の保育士であった私の記憶に大変訴えるものでありました。津波の被

害こそありませんでしたが、勤務していた保育所も震度５弱を観測し、揺れが続く中、必死になって保

育を続けていたことは今でもよく覚えています。保育者人生の中でも印象深い出来事であったわけで

すから、お話を伺いながら、あのときの自身の行動は簡単に思い返せると思っていたのですが、これ

がなんとも思い出せないのです。記憶は断片的であり、あれ

だけ強烈な体験をしていたにもかかわらず、自信を持って話

せなくなっていることに驚きと怖さを感じました。 

改めて「伝える」ことは、とても大変なことだと思います。佐

竹先生のお話で、職員との振り返りのエピソードがありまし

た。「私は覚えていなかったのですが、職員から園長先生が

〇〇と言っていました」というものです。記憶はだんだんと薄ら

いでいきます。だからこそ、「伝える」ことで、その記憶が「記録」されていくのだと思います。その上で

大事なことは、自分だけの視点で「伝える」のではなく、共に誰かと「伝え合う」ことで、体験に変わる

学びへと繋がっていくのではないでしょうか。そんなことを、私自身も今回のスタディツアーから学ば

せていただきました。 
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 
 

 

震災学習スタディツアー2025 参加者 

（敬愛大学 参加学生）  

 

（敬愛短期大学 参加学生）  

 現代子ども学科  2年 岩瀬 まどか 佐藤 綺蘭 

勝瑞 花歩 田野倉 彩也菜 

長井 優月 中原 未結 

廣沢 歩夢 藤森 悠美 

本澤 七海  
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敬愛大学・敬愛短期大学 震災学習スタディツアー2025 

 活動報告書 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


